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本
町
新
生
運
動
十
年
の
輝
き

昭
和
二
十
五
年
五
月
に
提
唱
さ
れ
た
県
農
山
漁
村
新
生
運
動
は
こ
と

し
廸
え
て
十
年
、
そ
の
十
周
年
記
念
大
会
が
五
月
二
十
七
日
山
口
自

治
会
館
や
行
わ
れ
、
本
町
は
県
知
事
よ
り
叉
稲
田
町
長
は
県
農
山
漁

村
新
生
運
動
協
会
長
感
謝
状
を
う
け
た
の
で
、
そ
の
榮
譽
の
喜
ぴ
を

わ
か
つ
と
共
に
、
更
に
將
來
の
醫
屏
を
期
し
た
い
。

十
年
の
歩
み
を
省
み
て

更
に
発
展
を
期
す
る

▲
町
の
伝
統
精
神

村
田
清
風
翁
は
天
保
の
改
革
と

称
さ
れ
る
　
教
育
優
先
の
行
政
と

地
域
産
業
の
振
興
に
立
つ
経
済
の

陏
屁
を
、
行
政
の
二
大
眼
目
と
し

て
、
こ
の
人
と
物
と
を
一
元
的
に

統
合
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
改
革
を

完
酖
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
根
本
精
神
は
一
世
紀
を
へ
だ

て
た
今
も
渮
、
本
町
民
に
生
か
さ

れ
て
お
り
明
る
い
楽
し
い
豊
か
な

町
っ
く
り
の
、
よ
り
所
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

ム
新
生
運
動
の
基
盤

と
し
て
の
人
づ
く
り

本
町
は
昭
和
二
八
年
二
月
当
時

の
新
生
計
書
に
つ
い
て
県
の
助
言

勧
告
を
う
け
、
そ
れ
を
も
と
と
し

て
計
鬻
し
。
検
討
し
、
刷
新
し
、

実
践
し
、
反
省
を
繰
り
返
し
で
進

ん
で
お
り
ま
す
Ｊ
゛
そ
４
そ
も
新
生

運
助
は
「
町
兪
般
の
人
の
生
活
を

合
理
的
に
文
化
的
に
そ
し
て
民
主

的
に
再
暹
或
し
て
、
物
心
両
面
に

亘
っ
て
生
活
を
刷
新
し
て
、
精
神

的
経
済
的
に
自
主
独
立
を
図
る
」

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
「
こ

れ
で
は
い
け
な
い
何
と
か
も
っ
と

明
る
い
楽
し
い
健
康
で
豊
か
な
生

M
＊
｡築
き
た
い
」
と
い
う
意
欲
を

つ
ち
か
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
が

人
間
形
成
で
あ
り
ま
す
。
即
ち
、

Ｏ
ど
う
し
て
家
庭
経
済
を
豊
か
に

す
る
か
、
そ
の
た
め
に
営
農
計

晝
と
経
営
診
断
を
ど
う
す
る
か

○
如
何
に
し
て
生
活
を
改
善
す
る

た
め
に
因
習
を
打
破
し
、
無
駄

を
省
き
、
栄
養
豊
か
な
生
活
を

打
ち
た
て
る
か

Ｏ
生
活
を
楽
し
く
し
、
長
生
き
し

悔
い
の
な
い
一
生
を
送
る
に
は

ど
う
し
た
ら
よ
い
か

と
い
う
こ
と
に
取
組
ん
で
、
そ
の

課
題
の
解
決
に
向
っ
て
協
議
し
、

検
討
し
、
組
織
を
つ
く
り
、
実
践

化
す
る
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
公
民

館
は
そ
の
「
つ
ど
い
」
「
話
し
合

い
」
の
場
と
な
る
の
で
あ
り
ま
す

Ａ
場
の
講
成

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
事
業
の
進
展

と
各
家
庭
の
新
生
計
晝
を
進
め
る

た
め
に
は
、
場
の
講
成
が
必
要
で

あ
り
ま
す
、
昭
和
二
九
年
の
未
曽

有
の
大
災
害
の
復
旧
へ
の
関
心
と

協
力
が
各
面
に
亘
っ
て
、
力
強
く

進
歩
し

○
砂
防
工
事
の
施
工
、
河
川
護
岸

の
改
修
、
海
岸
防
災
を
図
り
。

○
国
道
や
県
道
の
改
修
と
鋪
装
、

町
道
の
開
発
、
電
話
網
の
拡
充

は
七
、
三
戸
に
一
台
と
普
及

○
水
路
。
井
せ
き
、
溜
池
の
改
修

新
設
、
土
壌
検
定
に
よ
る
施
肥

対
策
、
農
林
道
の
開
発
、
駅
貨

物
ホ
ー
ム
や
貨
物
置
場
の
拡
張

三
隅
湾
貯
木
場
の
新
設

Ｏ
防
波
堤
、
荷
揚
場
、
船
曳
場
の

整
理

○
都
市
計
晝
案
の
実
現
　
工
場
誘

致
の
た
め
の
黔
地
の
埋
立

○
町
営
湯
免
温
泉
の
開
発
、
温
泉

街
の
計
晝

等
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
数

年
の
間
に
面
目
を
一
新
し
つ
つ
あ

り
、
増
産
意
欲
を
儕
加
し
て
お
り

ま
す
。

＆
盍
業
の
振
興
化
に

よ
る
經
濟
の
自
立

人
っ
く
り
と
場
の
構
成
に
よ
っ

て
農
協
、
漁
協
、
森
林
組
合
、
商

工
会
、
養
鶏
組
合
支
所
を
始
め
十

三
部
の
産
業
グ
ル
ー
プ
は
全
町
的

な
組
織
網
を
張
り
、
各
々
地
域
社

会
の
立
地
条
件
に
即
応
し
て
、
部

落
の
共
同
組
織
に
生
き
る
よ
う
現

在
努
力
を
続
け
て
お
り
、
家
計
に

も
多
少
の
ゆ
と
り
が
で
き
、
そ
の

結
果
町
内
金
融
機
関
の
み
の
預
貯

金
も
四
億
九
千
万
円
と
な
り
、
一

戸
平
均
二
四
万
七
千
円
を
算
す
る

に
到
っ
て
お
り
ま
す
。

▲
福
祉
社
會
の
實
現

町
が
予
算
額
七
三
三
万
円
に
対

し
二
〇
〇
万
円
の
町
費
繰
入
れ
を

し
た
、
国
民
健
康
保
険
に
よ
る
生

活
の
安
定
と
健
康
の
保
持
増
進
を

始
め（

住
宅
、
簡
易
水
道
、
環
境

衛
生
の
徹
底
等
に
よ
り
社
会
福
祉

の
事
業
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

社
會
体
育

レ
ク
リ

エ
ー

シ
ョ
ン
の
振
興

町
民
体
操
を
設
け
、
三
隅
民
謡

「
扇
山
か
ら
」
と
「
湯
免
小
唄
」

の
歌
と
踊
り
の
普
及
を
は
か
る
と

共
に
卓
球
や
バ
レ
ー
ポ
ー
ル
を
生

活
の
中
に
取
入
れ
て
、
う
る
お
い

の
あ
る
且
楽
し
い
生
活
を
送
ら
れ

る
様
な
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ヨ
ン
の

生
活
化
に
よ
る
健
康
生
活
を
企
図

し
て
お
り
ま
す
。

▲
こ
れ
か
ら
の
歩
み

農
業
面

一
戸
一
戸
が
よ
く
な
る
た
め
に

本
年
度
か
ら
モ
デ
ル
を
上
中
下
よ

り
宗
頭
、
下
中
小
野
、
上
げ
の
三

部
落
作
っ
て
各
戸
の
経
営
診
断
を

行
い
、
残
ら
ず
何
か
を
進
め
る
意

欲
を
か
人
起
す
る
様
に
努
め
て
お

り
ま
す
。

▲
漁
業
面

組
合
再
建
増
資
、
漁
業
共
済
普

及
事
業
、
漁
船
保
険
加
入
促
進
、

か
き
生
産
ク
ラ
ブ
、
水
産
技
術
振

興
協
議
会
等
の
助
成
を
飴
め
、
県

条
例
に
も
と
ず
く
小
口
融
資
の
活

用
や
、
浅
海
増
殖
で
は
か
き
の
り

あ
こ
や
貝
わ
か
め
の
養
殖
、
漁
礁

の
設
置
等
、
生
活
の
立
直
り
策
に

つ
い
て
努
力
を
続
け
て
行
き
た
い

と
考
へ
て
お
り
ま
す
。

▲
む
す
び

十
年
の
歩
み
を
反
省
し
て
、
思

い
は
あ
ま
り
に
も
多
く
、
足
ど
り

は
遅
々
と
し
て
進
み
ま
せ
ん
が
、

町
民
の
皆
様
と
共
に
発
展
性
と
永

久
性
を
内
包
し
て
、
一
歩
一
歩
よ

い
町
よ
い
家
庭
を
つ
く
つ
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

「
写
真
説
明
」

（
上
）
表
彰
状

（
右
）
知
事
よ
り
表
彰
を
受
け
ら

れ
る
稲
田
町
長

これからのお知らせ

（７月）

１日　　体育指導委員会
２日ー５日　婦人会九州視察旅行

７日　　定例農業委員会

11日　　町内教育振興協議会

13日　　 定例教育委員会

14日　　町内校長会
19日　　女子青年団研修会

24日　　町畜産共進会

26日ー　　夏季ラジオ体操実施
（8 月）30日　　　　　　　　（部落毎に）

27日ー29日　小中部落別懇談会

30日ー31日　映写機取扱講習会

町
政
の
歩
み

（
五
月
）

七
日
　
選
挙
管
理
姓
員
会

教
育
委
員
会

八
日
　
三
隅
町
議
会

九
日
　
招
魂
祭
執
行

十
一
日
　
新
生
運
動
講
習
会

十
三
日
　
嘱
託
員
集
会
、
夏
か
ん

振
興
対
策
協
議
会

十
四
日
　
社
会
教
育
委
員
会

町
内
学
校
給
食
委
員
会

十
四
日
　
夏
か
人
「
ヤ
ノ
ネ
」
寒

害
対
策
講
習
会

十
六
日
　
経
済
委
員
会

十
八
日
　
定
例
農
業
委
員
会

十
九
日
　
議
会
総
務
委
員
会

保
育
所
運
営
委
員
会

二
十
五
日
　
病
虫
害
発
生
予
察
員

研
修
会
　
教
育
委
員
会

二
十
七
日
　
三
隅
中
産
業
教
育
研

究
発
表
会

二
十
八
日
　
立
木
入
札
会

三
十
日
　
土
木
工
事
入
札
会

（
六
月
）

二
日
　
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
執

行
五
日
　
教
委
京
都
方
面
視
察

漁
業
者
小
口
融
資
協
議
会

十
日
　
広
報
委
員
会

十
八
日
　
キ
ャ
ン
プ
コ
ー
ス
現
地

調
査

二
十
二
日
　
温
泉
運
営
委
員
会

畜
産
共
進
会
協
議
会

二
十
五
日
　
経
済
委
員
会

二
十
六
日
　
議
会
協
議
会

二
十
八
日
　
温
泉
ま
つ
り

二
十
九
日
　
定
例
教
委
会

三
隅
町
畜
産

共
進
会
迫
る

日
時
　
七
月
二
十
四
日
午
前
八
時

会
場
　
明
倫
小
学
校
校
庭

出
品
割
当
頭
数

〈
〉
和
牛
の
部

上
地
区
　
　
八
頭

中
地
区
　
一
二
頭

下
地
区
　
一
〇
頭

緬
羊
の
部
（
緬
羊
組
合
に
一
任

）
賞
状
授
与
式
　
午
後
三
時
よ
り

／
さ
て
優
勝
旗
獲
得
は

ど
の
地
区
で
し
ょ
う
／

パラチオンの危害

稲
の
大
敵
二
化
め

い
虫
発
生
の
時
期
と

な
り
ま
し
た
。
本
年

は
六
月
二
十
八
日
か

ら
七
月
十
日
ま
で
を

防
除
通
期
と
し
て
全

町
一
斉
に
パ
ラ
チ
オ

ン
粉
剤
の
共
同
撒
布

を
実
施
ず
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
、
毎
年

危
害
防
止
に
つ
い
て

努
力
を
払
っ
て
い
る

が
遺
憾
乍
ら
県
下
で
は
こ
の
時
期

に
パ
ラ
チ
オ
ン
粉
剤
に
よ
る
被
害

者
が
出
て
い
る
の
で
次
の
こ
と
を

よ
く
注
意
し
て
頂
き
本
年
こ
そ
一

人
も
被
害
者
が
な
い
よ
う
に
致
し

ま
し
よ
う
。

撒
布
の
際
は
前
も
っ
て
そ
の
区

域
に
公
示
し
て
あ
る
の
で
、
作
業

す
る
人
以
外
は
そ
の
区
域
に
立
入

ら
ぬ
こ
と
。

道
路
通
行
中
は
作
業
を
一
時

中
止
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
か

ら
こ
れ
を
確
認
し
て
か
ら
通
過
す

撒
布
の
際
は
附
近
の
家
の
窓
を

閉
め
井
戸
に
豐
を
す
る
と
共
に
風

下
の
畜
舎
（
鵡
舎
）
は
必
ず
覆
を

す
る
こ
と
。

撒
布
し
た

区
域
に
は
赤
旗
の

僚
識
を
し
て
い
る
の
で
撒
布
後
七

日
間
そ
の
区
域
に
人
畜
は
立
入
ら

ぬ
こ
と
又
子
供
は
附
近
の
小
川
で

魚
を
と
っ
た
り
水
遊
び
を
し
な
い

撒
ぷ
後
に
残
っ
た
パ
ラ
チ
オ
ｙ

粉
剤
を
か
っ
て
に
個
人
の
家
に
持

っ
て
帰
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い

る
か
ら
若
し
空
袋
な
ど
発
見
し
た

場
合
は
そ
の
地
域
の
農
業
連
絡
員

に
速
に
届
け
る
こ
と
。

撒
ぶ
區
域

及
び
そ
の
附
近
の

水
や
野
菜
。
生
草
等
は
少
く
と
も

撒
布
後
二
週
間
人
畜
に
給
与
し
又

は
採
食
し
な
い
こ
と
。

三
〇
有
余
年
間
そ
の
ま
ま
だ
つ
だ

町
有
林
野
境
界
を

は

っ

き

り

ｉ

昨
年
度
県
に
委
託
し
て
町
有
林

野
経
営
計
畫
編
成
の
為
め
県
技
術

員
及
び
町
経
済
委
員
と
共
に
全
町

有
林
野
を
実
地
踏
査
の
上
境
界
査

定
を
行
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
こ

の
様
な
境
界
査
定
は
町
有
林
野
第

二
次
整
理
以
後
三
十
余
年
間
始
め

て
の
こ
と
で
あ
り
各
地
域
に
於
て

多
数
の
越
境
を
発
見
し
ま
し
た
、

こ
の
原
因
は
故
意
に
よ
る
も
の
、

二
次
整
理
の
誤
解
バ
又
他
よ
り
誤

っ
た
境
に
よ
り
譲
渡
を
受
け
た
も

の
等
が
あ
り
種
々
困
難
な
る
問
題

が
あ
り
ま
す
、
個
々
に
於
て
は
情

状
酌
量
す
べ
き
点
も
４
り
簟
す
が

町
財
産
管
理
上
適
正
な
る
処
理
の

為
め
町
議
会
に
於
て
基
本
万
針
を

決
定
し
た
の
で
今
後
の
境
界
整
理

に
当
り
一
般
の
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
境
界
査
定
は
立
会
の
上
円

満
に
解
決
す
る
様
努
力
し
ま
す
が

判
然
と
故
意
に
よ
る
も
の
と
認
め

ら
れ
る
も
の
は
厳
正
に
処
理
す
る

方
針
で
す
。
全
部
の
境
界
検
定
は

長
期
間
を
要
し
ま
す
か
ら
町
有
林

に
隣
接
し
た
立
木
、
土
地
の
売
却

叉
は
造
林
を
行
は
れ
る
場
合
は
念

の
為
め
事
前
に
町
に
連
絡
下
さ
る

様
御
願
い
し
ま
す
、
連
絡
な
く
前

述
の
事
項
を
行
は
れ
て
万
一
町
有

林
野
で
あ
っ
た
場
合
は
問
題
を
１。

起
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
境

界
確
定
の
上
実
施
し
て
下
さ
い
。

人
の
動
き

町
の
動
き

（
五
月
）

十
一
日
　
農
学
博
士
松
丸
志
摩
三

氏
来
町

十
三
日
　
山
口
県
農
業
試
験
場

安
田
技
師
来
町

十
四
日
　
県
港
湾
課
長
来
町

十
五
日
　
県
砂
防
和
水
課
長
来
町

十
九
日
　
県
道
路
都
市
課
長
、
長

門
土
木
出
張
所
長
、
同
工
務
課

長
来
町

二
十
八
日
　
長
門
保
健
所
長
来
町

二
十
九
日
　
佐
藤
大
蔵
大
臣
来
町

（
六
月
）

一
日
　
萩
選
管
事
務
局
長
来
町

四
日
　
長
門
家
畜
保
健
所
長
、
吉

武
参
議
院
議
員
来
町

十
五
日
よ
り
二
十
一
日
ま
で

町
長
、
石
川
県
小
松
市
及
び
大

阪
市
に
出
張

（
工
場
誘
致
並
び
に
全
国
公
民

館
大
会
出
席
の
た
め
）

十
六
日
　
県
婦
人
児
童
課
員
二
名

来
町
、
石
井
土
木
建
築
部
長
、

荒
尾
砂
防
利
水
課
長
来
町
（
転

任
挨
拶
）

「
緑
の
羽
根
」募

金
の
ゆ
く
え

皆
様
万
の
理
解
あ
る
協
力
に
よ

り
本
年
も
「
緑
の
羽
根
」
募
金
の

目
標
額
達
成
が
出
来
ま
し
に
。
戸

別
職
域
募
金
に
お
い
て
は
不
足
を

生
じ
ま
し
た
が
本
町
木
材
業
者
組

合
よ
り
壹
萬
円
の
寄
附
金
が
あ
り

目
標
額
を
上
廻
る
成
績
を
上
げ
る

こ
と
が
出
来
て
募
金
に
よ
る
温
泉

緑
化
計
畫
の
ツ
ツ
ジ
植
栽
も
予
定

通
り
実
施
出
来
ま
し
た
。
二
、
三

年
後
に
は
美
し
い
花
が
皆
様
を
楽

し
ま
せ
馮
こ
と
で
し
ょ
う
。
茲
に

感
謝
の
意
を
表
し
募
金
の
結
末
を

簡
単
に
報
告
し
ま
す
。

一
、
募
金
実
績
　
昌
、`
き
円

内
訳

募

金
一己
、`
き
円

寄
附
金
　
Ｓ
、８
つ
円

一
、
募
金
目
標
額
　
言一
、九８
円

一
、
募
金
納
入
額
　
一
Ξ
、九８
円

百
％

（
以
下
二
面
え
続
く
）

梅
雨
時
季

’体
は
清
潔
食
物
は
榮
養
食
を「
は
え
≒
か
≒
の
み
」
を
駆
除
し
よ
う

水
泳
時
季

子
供
を
水
難
か
ら
守
ろ
う
。

早
寝
早
起

不
良
グ
ル
ー
プ
に
入
れ
な
い
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